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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
狂

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
９
３
９
８
Ｃ

【
作
者
名
】

　
あ
る
る

【
あ
ら
す
じ
】

　
世
界
は
歪
ん
で
い
る
。
少
し
欠
陥
を
持
っ
た
少
年
と
少
女
の
話
。
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世
界
は
歪
ん
で
い
る
。

歪
。
歪
。
歪
。

絶
望
的
な
ま
で
の
欠
落
。

そ
れ
こ
そ
が
、
ま
さ
に
欠
陥
。

空
間
と
も
呼
べ
な
い
ほ
ど
、
安
定
し
て
い
な
い
。

そ
れ
は
も
う
、
空
間
と
定
義
で
き
な
い
。

今
、
生
き
て
い
る
の
は
三
次
元
。

三
次
元
。
す
な
わ
ち
、
縦
と
横
と
高
さ
を
か
け
れ
ば
、
立
体
的
に
な
る
。

そ
こ
に
、
時
間
を
か
け
れ
ば
い
い
。

そ
う
す
れ
ば
、
四
次
元
と
い
う
名
の
孔
が
生
ま
れ
る
。

物
は
そ
こ
で
は
定
義
さ
れ
な
い
。

人
は
そ
こ
で
は
定
義
さ
れ
な
い
。

ど
こ
ま
で
も
幻
想
的
な
、
絶
望
的
な
ま
で
の
空
間
。

だ
か
ら
こ
そ
世
界
は
歪
ん
で
い
る
。

そ
こ
に
位
置
し
て
い
る
す
べ
て
も
、
限
り
な
く
歪
ん
で
い
る
。

歪
。
歪
。
歪
。

歪
こ
そ
が
歪
。

そ
れ
こ
そ
が
欠
落
で
あ
り
、
欠
陥
。

そ
れ
こ
そ
が
間
違
い
で
あ
り
、
解
答
で
あ
り
、
無
解
答
で
し
か
な
い
。

矛
盾
だ
ら
け
の
空
間
。

四
次
元
。
四
次
元
。
四
次
元
？

何
で
僕
は
こ
こ
に
い
る
ん
だ
ろ
う
？

定
義
さ
れ
な
い
。
定
義
さ
れ
な
い
必
要
は
な
い
。

む
し
ろ
、
定
義
さ
れ
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
な
い
。

定
義
こ
そ
が
物
質
。
定
義
こ
そ
が
人
間
。

定
義
。
そ
れ
こ
そ
が
、
空
間
の
証
。

何
を
書
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
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意
味
が
分
か
ら
な
い
。

こ
こ
に
は
、
僕
し
か
い
な
い
。

定
義
さ
れ
、
存
在
す
る
。
欠
落
人
形
。

拒
絶
。
断
絶
。
絶
対
的
な
絶
絶
絶
。

生
き
て
い
る
こ
と
を
偽
り
。

人
で
あ
る
こ
と
を
偽
り
。

壊
れ
て
、
壊
れ
て
、
壊
れ
て
。

あ
あ
…
…
も
う
や
め
ろ
。

苦
し
紛
れ
に
。

寂
し
そ
う
に
。

た
だ
こ
の
ま
ま
。
で
。
永
、
遠
に
…
…
コ
ワ
レ
、
テ
。
イ
ク
、
ダ
、
ケ
ノ
。

や
め
て
く
れ
。

人
形
で
し
か
な
い
。

だ
が
、
そ
れ
が
現
実
で
あ
り
。
そ
れ
が
嘘
偽
り
で
あ
る
。

や
は
り
。
完
全
な
る
矛
盾
。

い
や
、
対
称
。
合
同
。
相
似
。
い
や
、
鏡
映
し
。

す
べ
て
は
無
に
還
る
べ
き
モ
ノ
。

そ
れ
す
ら
が
エ
ゴ
。
エ
ゴ
こ
そ
が
自
己
。
い
や
、
事
故
。

や
め
ろ
と
言
っ
て
い
る
。

夢
。
幻
。
夢
幻
。
い
や
、
無
限
。

有
限
。
幽
玄
。
有
言
。
時
は
ユ
ウ
ゲ
ン
？

無
関
係
。
無
責
任
。
だ
け
れ
ど
も
、
誘
導
的
に
。

果
た
し
て
能
動
的
に
。

矛
盾
だ
ら
け
だ
。

だ
が
、
真
実
で
し
か
な
い
。

真
実
は
。
堅
実
。
事
実
は
。
切
実
。

享
楽
。
狂
乱
。
狂
瀾
？

そ
れ
は
波
が
荒
れ
狂
う
こ
と
。

狂
瀾
怒
涛
。
恐
悦
至
極
。
恐
惶
謹
言
。

意
味
が
分
か
ら
な
い
。
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そ
れ
は
た
だ
の
言
の
羅
列
。

普
遍
。
不
偏
。
不
変
？
い
や
、
千
変
か
？

否
。
変
化
こ
そ
が
、
逸
脱
。

逸
脱
こ
そ
が
変
貌
。
変
異
。

偏
執
だ
け
が
偏
見
。

す
べ
て
は
変
貌
冠
脚
に
お
い
て
構
成
さ
れ
る
。

監
獄
。
牢
獄
。
故
に
脱
獄
。

何
が
言
い
た
い
ん
だ
。
お
前
は
。

最
低
迷
言
語
学
歴
戦
死
亡
国
士
気
質
問
診
断
罪
悪
感
覚
悟
性
的
発
砲
撃
破
壊
滅

殺
人
徳
政
権
現
実
際
限
界
面
接
着
服
用
事
故
障
害
毒
素
顔
相
姦
通
夜
烏
類
似
非

常
体
育
雛
鳥
葬
送
迎
春
宵
月
光
線
路
上
梓
弓
術
式
神
様
子
宮
殿
下
降
水
煙
雨
中

傷
―
―
―
―
―

傷
傷
傷
傷
傷
―
―
―
―
―
！
！
！
！

痛
い
。
痛
い
。
遺
体
。

こ
れ
が
、
激
痛
。
激
烈
。
激
突
。

す
べ
て
は
、
無
罪
に
て
有
罪
。
流
罪
。
犯
罪
。

生
け
る
こ
と
が
罪
。
罪
罪
罪
。

そ
ん
な
わ
け
が
な
い
だ
ろ
う
。

そ
れ
こ
そ
が
幻
想
。
そ
れ
こ
そ
が
夢
想
。

夢
、
幻
。

破
壊
に
次
ぐ
、
崩
壊
。

破
滅
に
次
ぐ
、
略
奪
。

破
戒
に
次
ぐ
、
破
瓜
。

奪
い
、
殺
し
、
痛
め
つ
け
。

破
き
、
泣
き
、
叫
び
。

も
う
や
め
て
く
れ
！

生
け
る
者
の
宿
命
。
生
け
さ
せ
ら
れ
る
者
の
運
命
。

す
べ
て
は
痕
の
螺
旋
を
紡
ぐ
。

襲
襲
襲
。

醜
悪
に
劣
悪
に
邪
悪
に
。
痛
々
し
い
。
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人
形
。
人
形
。
人
形
。

生
け
る
こ
と
も
赦
さ
れ
ぬ
人
形
。

生
命
を
失
い
、
人
権
を
失
い
、
希
望
を
失
い
、
言
葉
を
失
い
、
夢
も
、
愛
も
、

鼓
動
も
、
血
液
も
、
心
も
、
意
味
も
、
価
値
も
、
祝
福
も
、
努
力
も
、
痛
み
も
、

触
覚
も
、
自
由
も
、
何
も
か
も
、
失
い
、
奪
わ
れ
、
破
壊
さ
れ
た
。

ナ
に
モ
、
出
、
キ
ナ
、
い
。
ニ
ン
ぎ
、
ょ
。
う
？

言
う
な
、
も
う
何
も
言
う
な
！

雪
辱
。
屈
辱
。
汚
辱
。
凌
辱
。

辱
め
。
痛
み
。
悲
し
み
。
後
は
、
死
ぬ
の
み
。

遊
戯
。
そ
れ
は
逸
脱
。

言
う
な
れ
ば
、
ア
ブ
ノ
ー
マ
ル
。

嗤
う
。
嗤
う
。
嗤
う
。

は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は

は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は

は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
―
―
―
―
―

壊
れ
て
い
る
。

渦
巻
く
怨
恨
。
過
去
へ
の
邂
逅
。

人
形
。
そ
れ
は
必
然
。
そ
れ
に
て
当
然
。

当
然
な
が
ら
に
憮
然
。
泰
然
。
故
に
自
若
。

眼
に
は
芽
を
。
歯
に
は
刃
を
。
子
に
は
死
を
。

殺
戮
に
は
殺
人
を
。

衝
動
を
。
こ
こ
に
。
殺
す
。
た
め
に
。

病
気
。
そ
れ
は
、
狂
気
。

そ
し
て
、
凶
器
。
狂
喜
。
故
の
狂
、
楽
？

意
味
が
わ
か
ら
な
い
と
言
っ
て
い
る
！

落
ち
る
。
墜
ち
る
。
堕
ち
る
。

正
解
は
堕
ち
る
。
す
な
わ
ち
、
堕
落
。

堕
天
は
罪
。
反
逆
者
に
は
神
罰
を
。

消
え
ろ
消
え
ろ
消
え
ろ
消
え
ろ
消
え
ろ
。

い
や
、
既
に
消
失
。
既
に
人
形
。
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苦
し
み
、
鬱
屈
し
、
灰
に
な
る
。

そ
う
。
死
し
て
屍
拾
う
者
な
し
。

四
肢
手
紙
価
発
条
尋
卯
喪
野
名
死
。

ゲ
ン
ご
キ
能
ニ
、
し
ョ
う
害
ア
リ
。

目
の
前
が
、
赤
く
染
ま
っ
て
…
…

死
ね
シ
ネ
し
ね
死
ね
シ
ネ
し
ね
死
ね
シ
ネ
し
ね
死
ね
シ
ネ
し
ね
死
ね
シ
ネ
し
ね

死
ね
シ
ネ
し
ね
死
ね
シ
ネ
し
ね
死
ね
シ
ネ
し
ね
―
―
―
―
―
！

あ
あ
あ
あ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
っ
！

死
に
物
狂
い
。
な
ん
と
、
見
苦
し
い
。

す
べ
て
の
矛
盾
。
矛
盾
こ
そ
が
矛
盾
。

矛
盾
で
あ
る
が
た
め
の
矛
盾
。

矛
と
盾
。
こ
れ
を
以
て
矛
盾
と
成
す
。

成
す
の
か
？
否
。
成
す
ま
い
。

壊
れ
た
カ
ケ
ラ
。
破
片
。
フ
ラ
グ
メ
ン
ト
。
ピ
ー
ス
。

そ
れ
は
平
和
。
戦
乱
。
平
和
。
戦
争
。
平
和
。
破
滅
。
平
和
。
破
壊
。
平
和
。

殺
人
。
平
和
。
殺
戮
。
平
和
。
平
和
。
平
和
。
平
和
。
平
和
。
平
和
。
平
和
。

平
和
。
平
和
。

平
和
な
の
か
？
平
和
な
訳
が
な
い
だ
ろ
う
。

世
は
夜
は
変
貌
を
遂
げ
る
。

人
形
は
人
を
形
ど
っ
た
。
た
だ
の
物
体
。
物
質
。
無
機
質
。

機
械
。
機
会
は
な
い
。
そ
れ
こ
そ
が
、
奇
怪
。

醜
い
。
見
に
く
い
。
ミ
ニ
ク
イ
？

ヒ
ト
ク
イ
。
人
く
い
。
人
喰
い
。

皆
殺
し
。
皆
、
殺
す
。
鏖
鏖
鏖
。

残
酷
。
酷
。
酷
い
。
酷
い
。
酷
い
。

殺
戮
は
赦
さ
れ
る
。

惨
殺
は
赦
さ
れ
る
。

支
配
も
。
尊
厳
も
。
略
奪
も
。
破
壊
も
。
空
想
も
。
苦
肉
も
。
悪
辣
も
。
行
過

も
。
開
発
も
。
未
完
も
。
解
体
も
。
飛
沫
も
。
斬
首
も
。
処
刑
も
。
何
も
か
も
。

赦
さ
れ
る
。
赦
さ
れ
う
る
セ
カ
イ
。
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否
。
否
否
否
！
赦
す
わ
け
で
は
な
い
。

咎
め
る
者
が
お
ら
ぬ
だ
け
。

何
故
か
？
解
答
は
。
回
答
は
簡
潔
。
簡
単
。

お
前
が
人
形
だ
か
ら
だ
。

言
う
な
言
う
な
言
う
な
！

喰
い
。
暗
い
。
ク
ラ
イ
。

泣
く
。
無
く
。
亡
く
。
鳴
く
。

叫
び
。
戸
惑
い
。
苦
し
み
。
死
ん
で
逝
く
。

死
ね
る
こ
と
が
幸
せ
。
幸
福
。
至
福
。

生
け
る
こ
と
は
不
幸
。
恐
怖
。
恐
慌
。

死
に
物
狂
い
。
死
に
物
狂
い
。
死
に
物
狂
い
。

狂
い
狂
い
狂
い
狂
い
狂
い
。

ｋ
ｏ
ｎ
ｏ
ｍ
ａ
ｍ
ａ
ｉ
ｋ
ｉ
ｔ
ｅ
ｍ
ｏ
ｉ
ｍ
ｉ
ｈ
ａ
ｎ
ａ
ｉ
。
ｎ
ａ
ｒ
ａ
ｂ
ａ
、

ｓ
ｉ
ｎ
ｄ
ｅ
ｍ
ｏ
ｉ
ｉ
ｎ
ｊ
ｙ
ａ
ｎ
ａ
ｉ
ｎ
ｏ
ｋ
ａ
？

こ
の
ま
ま
生
き
て
も
意
味
は
な
い
。
な
ら
ば
、
死
ん
で
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
の

か
？

否
。
否
否
否
否
否
。

拒
否
。
拒
絶
。
否
定
。
否
認
。
認
め
る
こ
と
な
ど
。

あ
あ
あ
あ
あ
あ
り
え
な
い
。

し
し
ｓ
ぬ
の
な
ら
ｒ
ば
ば
ば
。
認
め
ｍ
る
が
い
い
い
。

お
前
え
え
え
は
、
ど
ど
ど
こ
ま
で
ｄ
も
、
に
に
ん
ぎ
ょ
ぎ
ょ
ぎ
ょ
う
。
な
の
だ

だ
と
。

お
前
に
問
う
。
そ
ん
な
こ
と
、
認
め
れ
る
と
思
う
か
？

ギ
ギ
ギ
ギ
ギ
。

歪
み
。
原
点
は
歪
み
。

時
間
を
か
け
た
四
次
元
。
空
間
。

そ
れ
こ
そ
空
想
。
フ
ァ
ン
タ
ズ
ム
。

楽
園
は
、
パ
ラ
ダ
イ
ス
。
い
や
、
エ
デ
ン
。

理
想
郷
は
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
。
い
や
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
。

ど
ち
ら
で
も
同
じ
だ
ろ
う
。
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同
一
。
合
同
。
い
や
、
そ
れ
こ
そ
歪
み
。

ま
っ
た
く
の
異
物
。
常
に
真
逆
。

真
逆
。
い
や
、
真
逆
。

等
号
を
結
ぶ
に
は
、
少
々
歪
み
過
ぎ
た
。

形
状
が
、
異
状
。
い
や
、
異
常
。

駆
り
。
刈
り
。
狩
り
。

殺
せ
。
殺
せ
。
殺
せ
殺
せ
殺
せ
殺
せ
殺
せ
殺
せ
殺
せ
殺
せ
殺
せ
殺
せ
殺
せ
殺
せ

殺
せ
殺
せ
殺
せ
殺
せ
殺
せ
殺
せ
殺
せ
殺
せ
。

き
ゃ
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
！
！
！
！

壊
れ
ろ
。
壊
レ
ろ
。
壊
レ
ロ
。

光
は
な
い
。
心
は
、
砕
け
る
だ
け
だ
。

◇い
つ
か
ら
だ
っ
た
の
か
。
こ
ん
な
悪
夢
に
苛
ま
れ
始
め
た
の
は
。

僕
は
胸
元
を
掴
み
な
が
ら
、
も
よ
お
す
嘔
吐
感
を
鎮
め
よ
う
と
す
る
。

苦
し
い
。
死
に
た
い
。
シ
ニ
タ
イ
。

そ
れ
は
心
か
ら
の
願
い
だ
っ
た
。

生
き
て
い
て
も
、
希
望
な
ん
て
な
い
。
生
き
て
い
て
も
、
喜
び
な
ん
て
な
い
。

心
を
失
っ
た
。
人
形
の
よ
う
な
。
僕
は
。

死
ん
で
し
ま
え
ば
、
い
い
ん
だ
。

机
の
引
き
出
し
を
そ
っ
と
開
き
、
輝
く
物
を
取
り
出
し
た
。

あ
ぁ
、
な
ん
と
鋭
い
刃
。
肉
を
穿
ち
、
血
液
を
迸
ら
せ
る
に
は
充
分
す
ぎ
る
得

物
。

自
傷
的
す
ぎ
る
自
分
。
そ
ん
な
自
分
す
ら
嫌
い
だ
っ
た
。

嫌
悪
感
を
抱
く
。
険
悪
な
僕
と
自
分
の
関
係
。

く
だ
ら
な
い
。
く
だ
ら
な
い
。
や
っ
ぱ
り
世
界
は
く
だ
ら
な
い
。

こ
ん
な
ゴ
ミ
の
よ
う
な
人
形
が
何
を
し
た
と
こ
ろ
で
、
ど
う
な
る
も
の
で
も
な

い
の
だ
か
ら
。
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泣
き
た
い
。
泣
き
た
い
。
泣
き
た
い
ん
だ
。

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

自
分
が
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
。

わ
か
ら
な
か
っ
た
。

自
分
が
ど
う
い
う
存
在
な
の
か
。

わ
か
ら
な
か
っ
た
。

自
分
が
今
生
き
て
い
る
意
味
が
。

わ
か
ら
な
か
っ
た
。

だ
か
ら
。
泣
い
た
。

だ
か
ら
。
死
の
う
と
。
思
っ
た
。

カ
タ
カ
タ
と
震
え
る
指
で
、
鋭
い
物
を
手
首
に
あ
て
が
っ
た
。

ひ
ん
や
り
と
し
た
感
触
。
心
臓
が
異
常
な
速
度
で
脈
打
つ
。

死
ぬ
。
死
ぬ
の
か
？
死
ぬ
ん
だ
。
死
ね
。
い
や
、
死
ぬ
な
。
死
ん
で
し
ま
え
。

死
ん
で
し
ま
え
ば
。
だ
め
だ
、
死
ん
じ
ゃ
。
死
ね
っ
て
。
死
ね
よ
。
嫌
だ
。
死

ね
と
言
っ
て
い
る
。
死
ん
で
し
ま
え
ば
楽
に
な
る
。
苦
し
い
だ
け
な
ん
だ
。
そ

ん
な
こ
と
は
な
い
。
死
ね
ば
。
幸
せ
。
死
ぬ
こ
と
が
。
歓
び
。
死
に
絶
え
ろ
。

死
死
死
死
死
死
死
。

ぷ
つ
り
と
。
何
か
が
切
れ
た
。

そ
れ
は
、
き
っ
と
覚
悟
の
糸
。
細
く
、
縒
ら
れ
て
も
い
な
い
糸
。

両
側
か
ら
引
か
れ
れ
ば
、
一
瞬
で
千
切
れ
て
し
ま
う
。

鋭
い
物
が
震
え
る
手
か
ら
落
ち
た
。

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

拾
わ
な
く
て
は
、
と
手
を
伸
ば
し
た
。

見
え
て
い
る
。
見
え
て
い
る
の
に
。
届
か
な
い
。

何
故
だ
？
何
故
だ
？
何
故
だ
？

簡
単
だ
。

怖
い
か
ら
だ
。
僕
は
ア
レ
が
怖
い
ん
だ
。

や
っ
と
届
い
た
。
だ
が
、
鋭
い
物
は
僕
に
牙
を
剥
い
た
。

指
先
が
、
切
っ
先
に
触
れ
た
。

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
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熱
い
。
熱
い
。
指
先
が
熱
い
。

見
つ
め
る
。
赤
い
。
赤
い
。
紅
い
。
何
か
が
。
僕
の
。
指
先
を
。
犯
し
て
。
犯

し
て
。
犯
し
て
。
凌
辱
。
凌
辱
。
凌
辱
。
蹂
躙
。
蹂
躙
。
蹂
躙
。

は
は
は
。
あ
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は

は
は
は
は
。

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

痛
い
。
痛
い
。
痛
い
痛
い
痛
い
痛
い
痛
い
痛
い
痛
い
痛
い
―
―
―
―
―
！

床
を
の
た
う
ち
ま
わ
る
。

指
先
が
、
指
先
が
。
激
痛
に
。
痛
い
。
砕
け
た
。
砕
け
ろ
。
痛
い
。
壊
れ
る
。

壊
れ
れ
れ
れ
れ
れ
れ
れ
れ
れ
れ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ

痛
い
い
い
い
い
い
い
い
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
っ
！

少
し
切
れ
た
だ
け
な
の
に
。
ど
う
し
て
、
ど
う
し
て
。

こ
ん
な
に
痛
い
ん
だ
。

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

叫
ぶ
。
叫
べ
。
心
の
う
ち
だ
け
で
叫
べ
。

そ
れ
だ
け
だ
。
声
に
は
出
せ
な
い
。

人
形
。
人
形
。
人
形
。

僕
は
人
形
な
の
だ
か
ら
。

ガ
チ
ャ
リ
と
。
扉
が
。
音
を
立
て
た
。

ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
、
ガ
タ
ン
。
ガ
タ
ガ
タ
ガ
タ
。
ガ
ン
ガ
ン
ガ
ン
。

誰
か
が
鍵
を
か
け
た
僕
の
部
屋
に
侵
入
し
て
こ
よ
う
と
し
て
い
る
。

来
る
な
。
来
る
な
。
来
る
な
。

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

音
は
激
し
く
、
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
く
。

そ
し
て
。
鍵
が
、
壊
れ
た
。

ゆ
っ
く
り
と
扉
が
開
く
。
僕
は
痛
み
も
忘
れ
て
、
凝
視
し
た
。

姿
を
現
し
た
の
は
、
バ
ッ
ト
を
持
っ
た
女
子
高
生
。

彼
女
は
金
属
で
で
き
た
得
物
を
床
に
引
き
ず
り
な
が
ら
、
僕
に
近
づ
い
て
来
る
。
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い
と
も
あ
っ
さ
り
と
。
い
と
も
簡
潔
に
。
簡
単
に
。

僕
を
処
分
し
に
き
た
。
執
行
者
。

彼
女
は
緩
慢
な
動
作
で
、
バ
ッ
ト
を
振
り
上
げ
る
。

そ
し
て
、
声
を
発
し
た
。

「
ば
ぁ
か
」

一
言
だ
け
言
っ
て
、
僕
の
頭
部
を
激
打
し
た
の
だ
っ
た
。

◇「
さ
っ
さ
と
出
て
来
い
っ
て
の
っ
！
」

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

「
何
？
仕
方
な
い
？
う
っ
さ
い
わ
よ
、
莫
迦
」

ま
た
し
て
も
バ
ッ
ト
で
殴
ら
れ
る
。
痛
い
。
痛
す
ぎ
る
。

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

「
う
っ
さ
い
っ
て
ん
で
し
ょ
。
こ
の
引
き
こ
も
り
が
！
死
に
た
い
の
か
っ
て
の

！
」

も
う
一
度
バ
ッ
ト
。
痛
い
。
金
属
は
反
則
で
あ
る
。

こ
の
危
険
な
女
子
高
生
は
、
た
だ
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
で
あ
る
。

欠
落
人
形
の
僕
に
構
っ
て
く
る
、
た
だ
の
お
節
介
だ
。

僕
は
引
き
こ
も
っ
て
い
る
。
学
校
に
は
殆
ど
行
っ
て
な
い
。

理
由
は
簡
単
だ
。

い
じ
め
。
い
じ
め
だ
。

「
っ
た
く
。
何
で
学
校
こ
な
い
の
よ
っ
」

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

「
何
よ
。
い
じ
め
ぇ
？
ア
ン
タ
、
そ
ん
な
の
さ
れ
て
な
い
で
し
ょ
う
が
！
そ
れ

は
ア
ン
タ
が
人
間
不
信
な
だ
け
で
し
ょ
！
」

そ
ん
な
莫
迦
な
こ
と
が
あ
る
も
の
か
。

奴
ら
は
僕
を
い
じ
め
た
。
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僕
を
見
て
嘲
笑
し
た
。
嘲
っ
た
。
な
ん
と
い
う
侮
辱
か
。

信
じ
ら
れ
な
い
。
他
人
も
。
身
内
も
。

信
じ
れ
る
の
は
自
分
だ
け
だ
。

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

「
う
る
さ
い
っ
て
の
！
死
ね
っ
！
も
う
死
ね
！
」

バ
ッ
ト
が
火
を
吹
き
、
僕
を
何
度
も
殴
打
す
る
。

こ
れ
自
体
が
既
に
い
じ
め
の
域
を
超
過
し
て
い
る
こ
と
を
、
彼
女
は
見
て
見
ぬ

ふ
り
だ
。

な
ん
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
い
つ
か
は
殺
さ
れ
て
し
ま
う
日

も
遠
く
は
な
い
だ
ろ
う
。

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

「
元
よ
り
そ
の
つ
も
り
だ
っ
て
の
！
う
ざ
い
の
よ
。
ガ
タ
ガ
タ
震
え
て
、
部
屋

に
籠
も
っ
て
さ
ぁ
！
見
て
る
こ
っ
ち
が
鬱
に
な
る
っ
て
の
！
」

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

「
関
係
な
い
ぃ
？
は
ぁ
っ
？
ア
ン
タ
、
自
分
が
ど
れ
だ
け
迷
惑
か
け
て
る
か
自

覚
し
て
る
わ
け
ぇ
？
」

自
覚
な
ん
て
あ
る
わ
け
が
な
い
だ
ろ
う
が
。

そ
れ
に
お
前
が
勝
手
に
や
っ
て
る
だ
け
で
、
こ
っ
ち
と
し
て
は
い
い
迷
惑
な
ん

だ
よ
。

僕
は
お
前
の
玩
具
じ
ゃ
な
い
。

人
形
じ
ゃ
な
い
ん
だ
。

何
を
自
分
で
考
え
て
る
ん
だ
、
僕
は
。
人
形
な
わ
け
が
あ
る
か
！

黙
り
込
む
。
彼
女
は
ま
く
し
立
て
る
。

「
だ
い
た
い
ね
ぇ
…
…
ア
ン
タ
ご
と
き
が
引
き
こ
も
り
な
ん
て
、
世
間
を
な
め

て
る
と
し
か
思
え
な
い
わ
。
両
親
不
在
だ
か
ら
っ
て
、
や
っ
て
い
い
こ
と
と
悪

い
こ
と
が
あ
る
の
！
煙
草
と
酒
は
い
い
わ
。
親
が
い
な
い
な
ら
い
く
ら
で
も
や

り
な
さ
い
。
だ
け
ど
ね
、
薬
は
親
が
い
な
い
と
や
っ
ち
ゃ
駄
目
な
の
よ
っ
！
」

い
い
わ
け
な
い
だ
ろ
。

親
が
い
た
っ
て
や
っ
ち
ゃ
駄
目
な
こ
と
と
の
区
別
も
つ
か
ん
や
つ
に
、
何
故
僕

が
説
教
さ
れ
な
き
ゃ
な
ら
な
い
ん
だ
。
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と
い
う
よ
り
、
莫
迦
は
ど
っ
ち
だ
。

お
前
は
常
識
が
欠
落
し
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
？
バ
ッ
ト
女
。

「
う
る
さ
い
っ
て
の
！
」

ち
な
み
に
、
何
も
言
っ
て
な
い
。

バ
ッ
ト
が
後
頭
部
に
直
撃
す
る
。

流
石
に
こ
れ
は
マ
ズ
イ
。
死
ぬ
。

「
あ
あ
っ
、
ね
ぇ
っ
！
ち
ょ
っ
と
っ
！
死
ん
だ
フ
リ
な
ん
て
し
な
い
で
よ
っ
！

ち
ょ
っ
、
マ
ジ
で
？
私
、
殺
人
鬼
？
き
ゃ
あ
あ
あ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
っ
！
起
き
て
よ

っ
、
ね
ぇ
っ
！
…
…
」

あ
れ
、
完
全
に
景
色
が
歪
ん
で
る
。
死
ぬ
の
か
？

あ
っ
け
な
い
最
期
だ
っ
た
な
ぁ
…
…

バ
ッ
ト
で
殴
ら
れ
て
死
ぬ
な
ん
て
、
こ
ん
な
バ
イ
オ
レ
ン
ス
な
死
に
方
す
る
と

は
露
ほ
ど
も
思
わ
な
か
っ
た
よ
。

彼
女
が
霞
む
。

そ
し
て
、
世
界
は
暗
転
し
た
。

◇世
界
は
一
つ
の
駒
。
独
楽
。

ど
れ
だ
け
を
生
き
、
ど
れ
だ
け
を
死
に
。

そ
し
て
、
ど
れ
だ
け
を
転
生
し
。

輪
廻
輪
廻
輪
廻
。

危
険
。
危
険
。
危
険
。

狂
気
だ
。
狂
気
に
違
い
な
い
。

神
罰
。
そ
れ
こ
そ
が
神
罰
。

既
に
神
域
。
神
の
領
域
。

裂
け
、
裂
け
、
裂
け
。

卑
猥
な
。
卑
猥
な
。
卑
猥
な
。

人
形
か
。
人
形
な
の
か
？

否
め
る
か
？
否
め
ま
い
。
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莫
迦
は
死
ね
。
死
ん
で
詫
び
ろ
。

一
蓮
。

托
生
。

生
殺
。

与
奪
。

殺
人
。

未
遂
。

凌
辱
。

恥
辱
。

蹂
躙
。

地
獄
。

殺
戮
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殺
戮
。

引
き
こ
も
り
。
引
き
こ
も
る
。

病
的
。
病
的
。
病
的
。

完
全
な
る
殺
意
。

完
全
な
る
破
壊
願
望
。

完
全
な
る
快
楽
的
殺
戮
趣
味
。

そ
れ
は
、
既
に
壊
れ
た
。

空
想
の
産
物
に
過
ぎ
な
い
。

莫
迦
な
莫
迦
な
莫
迦
な
莫
迦
な
莫
迦
な
―
―
―
―
―
！

お
前
ら
が
悪
い
ん
だ
！
僕
を
そ
ん
な
目
で
見
や
が
っ
て
！
嘲
笑
を
成
す
含
み
笑

い
で
、
僕
を
あ
ざ
笑
い
や
が
っ
て
！

何
が
解
る
！
お
前
達
に
何
が
解
る
っ
て
い
う
ん
だ
？

解
る
訳
が
な
い
だ
ろ
う
が
！
日
常
が
壊
れ
て
い
く
様
を
見
た
、
こ
の
僕
の
こ
と

が
！

お
前
ら
み
た
い
な
低
俗
な
輩
に
解
る
訳
が
な
い
ん
だ
よ
っ
！

死
の
う
と
し
た
。
何
度
も
死
の
う
と
し
た
。

殺
そ
う
と
し
た
。
何
度
も
殺
そ
う
と
し
た
。

生
よ
う
と
し
た
。
何
度
も
生
よ
う
と
し
た
。
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で
も
、
我
慢
の
限
界
だ
っ
た
。

忘
れ
る
も
の
か
。
絶
対
に
忘
れ
る
も
の
か
。

こ
の
屈
辱
を
忘
れ
て
な
る
も
の
か
！

復
讐
し
て
や
る
。
必
ず
お
前
ら
を
貶
め
て
や
る
。

こ
の
気
持
ち
自
体
が
危
険
。

狂
気
。
な
ん
と
も
低
俗
な
。

解
っ
て
い
る
。
解
っ
て
い
る
の
だ
。
僕
は
。

も
う
既
に
。
も
う
確
実
に
。
確
定
。
解
っ
て
い
る
の
だ
。

『
誰
に
も
何
も
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
』

な
ぜ
逃
げ
る
？

そ
れ
は
怖
い
か
ら
。

な
ぜ
脅
え
る
？

そ
れ
は
怖
い
か
ら
。

な
ぜ
震
え
る
？

そ
れ
は
怖
い
か
ら
。

そ
う
。
な
に
も
か
も
が
怖
い
か
ら
。
僕
は
何
も
信
じ
な
い
。

自
覚
が
あ
る
こ
と
で
、
自
分
だ
け
を
信
じ
ら
れ
る
。

な
ん
と
卑
怯
で
。
卑
劣
で
。
卑
賎
で
。
卑
小
で
。
卑
俗
な
の
だ
ろ
う
か
。

で
も
、
逃
げ
る
だ
け
だ
。

何
故
か
と
？
簡
単
だ
。

今
更
、
こ
の
体
制
を
崩
せ
ば
、
僕
が
崩
壊
す
る
か
ら
だ
。

あ
あ
、
先
が
見
え
な
い
。
先
が
暗
闇
に
染
ま
っ
て
、
僕
の
道
を
隠
し
て
い
る
。

そ
う
か
。
こ
れ
は
、
罰
だ
。

も
う
そ
れ
し
か
な
い
。
こ
れ
は
、
僕
へ
の
、
罰
な
の
だ
。

だ
っ
た
ら
、
さ
っ
さ
と
死
ね
ば
い
い
の
だ
。

そ
れ
で
す
べ
て
が
終
わ
る
。

自
身
も
。
他
人
も
。
恐
怖
も
。
希
望
も
。
無
限
も
。
生
命
も
。
心
象
も
。
夢
幻

も
。

夢
と
現
を
迷
う
こ
と
な
ど
。
も
う
あ
り
え
な
い
の
だ
。
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赦
し
て
も
ら
お
う
。
死
ん
で
詫
び
よ
う
。

そ
れ
が
一
番
よ
い
方
法
に
違
い
な
い
。

あ
あ
、
も
う
一
縷
の
希
望
も
見
え
な
い
。

手
を
伸
ば
す
。
い
や
、
人
形
に
自
制
権
は
な
い
。

そ
し
て
、
闇
に
堕
ち
る
。

目
の
前
で
、
誰
か
が
笑
う
。
そ
し
て
、
一
言
だ
け
語
る
。

「
ば
ぁ
か
」

真
っ
暗
だ
っ
た
眼
前
は
、
ド
ロ
リ
と
真
っ
赤
に
染
ま
っ
た
。

◇眼
を
開
く
。
そ
し
て
、
顔
を
手
で
拭
っ
た
。

よ
か
っ
た
。
血
は
つ
い
て
な
い
み
た
い
だ
。

ど
う
せ
、
夢
だ
。
脅
え
る
こ
と
は
な
い
。

「
…
…
大
丈
夫
？
」

今
、
僕
は
ベ
ッ
ド
に
眠
っ
て
い
て
、
隣
り
に
は
。

お
節
介
な
女
が
座
っ
て
い
た
。

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

「
あ
ー
、
ご
め
ん
ね
。
や
り
す
ぎ
た
。
反
省
反
省
」

え
へ
へ
と
笑
い
な
が
ら
、
眼
前
で
手
を
合
わ
せ
る
彼
女
。

絶
対
反
省
し
て
な
い
な
、
こ
い
つ
。

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

「
そ
ん
な
気
は
ホ
ン
ト
に
な
か
っ
た
ん
だ
っ
て
。
殺
そ
う
な
ん
て
し
て
な
い
わ

よ
。
た
ま
た
ま
こ
う
、
サ
ク
ッ
と
後
頭
部
に
刺
さ
っ
て
ね
。
バ
ッ
ト
が
」

…
…
や
っ
ぱ
り
反
省
し
て
な
い
な
。

あ
あ
、
頭
が
グ
ラ
グ
ラ
す
る
。

ま
だ
響
い
て
る
の
か
、
こ
れ
は
。

ま
っ
た
く
。
は
た
迷
惑
な
奴
だ
。
一
体
何
を
し
に
き
た
の
だ
か
。
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殺
し
に
き
た
と
言
わ
れ
て
も
、
否
定
の
し
よ
う
が
な
い
ぞ
。

「
あ
ぁ
、
そ
う
そ
う
。
こ
れ
、
ク
ラ
ス
の
人
間
達
か
ら
の
贈
り
物
。
早
く
復
活

し
て
ね
、
だ
っ
て
。
み
ん
な
、
騙
さ
れ
て
る
わ
ね
ぇ
」

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

「
そ
ん
な
眼
で
睨
ま
な
い
で
よ
。
別
に
私
が
こ
れ
や
ろ
う
っ
て
言
っ
た
訳
じ
ゃ

な
い
わ
よ
？
た
だ
、
ク
ラ
ス
の
奴
ら
が
勝
手
に
言
い
出
し
た
ん
だ
か
ら
」

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

「
い
ら
な
い
と
か
言
わ
な
い
で
よ
。
み
ん
な
が
悩
ん
で
決
め
た
ん
だ
か
ら
。
せ

め
て
受
け
取
っ
て
あ
げ
て
も
い
い
じ
ゃ
な
い
の
」

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

く
だ
ら
な
い
。
ベ
ッ
ド
か
ら
降
り
て
、
部
屋
か
ら
出
て
行
こ
う
と
す
る
。

綺
麗
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
た
箱
が
視
界
に
は
い
る
が
、
僕
は
見
捨
て
て
去
ろ
う

と
す
る
。

「
あ
の
さ
…
…
」
彼
女
が
言
っ
た
。

背
中
に
か
か
る
言
葉
は
、
一
体
、
ど
う
い
っ
た
も
の
だ
ろ
う
？

こ
ん
な
異
常
者
に
か
け
る
言
葉
な
ん
て
、
知
れ
て
る
。

死
ね
。
死
ね
。
死
ね
。
死
ね
。
死
ね
。
死
ね
。
死
ね
。
死
ね
。
死
ね
。
死
ね
。

そ
れ
に
尽
き
る
の
だ
か
ら
。

だ
が
突
然
、
背
中
に
重
み
を
感
じ
た
。

そ
し
て
、
耳
元
で
声
が
し
た
。

「
ば
ぁ
か
」

こ
の
言
葉
を
聞
く
の
は
何
度
目
か
？

僕
は
怒
り
は
し
な
い
。

こ
の
ば
ぁ
か
は
、
貶
し
て
い
る
莫
迦
で
は
な
く
て
、
叱
咤
し
て
く
れ
て
い
る
莫

迦
だ
か
ら
。

安
心
す
る
の
だ
。
そ
れ
を
聞
く
と
。

彼
女
は
続
け
る
。

「
ア
ン
タ
、
ホ
ン
ト
に
わ
か
っ
て
な
い
よ
。
こ
ん
な
に
想
わ
れ
て
ん
の
に
気
づ
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こ
う
と
も
し
な
い
で
逃
げ
て
ば
っ
か
り
で
、
一
体
何
を
求
め
て
る
の
か
解
ら
な

い
よ
…
…
」

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

「
そ
ん
な
こ
と
な
い
！
解
っ
て
も
ら
い
た
い
に
決
ま
っ
て
る
じ
ゃ
ん
か
！
人
間

だ
も
ん
！
だ
っ
た
ら
、
頼
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
！
依
存
す
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い

！
人
形
と
か
、
傀
儡
だ
と
か
、
そ
ん
な
の
私
達
知
ら
な
い
し
！
苦
し
い
っ
て
言

え
よ
！
寂
し
い
っ
て
言
え
よ
！
別
に
他
は
知
ら
な
く
て
い
い
の
！
せ
め
て
、
私

に
く
ら
い
優
し
く
し
て
よ
！
こ
ん
な
に
想
い
続
け
て
さ
！
こ
ん
な
に
近
く
で
ず

っ
と
見
て
る
の
に
！
報
わ
れ
て
も
い
い
じ
ゃ
な
い
！
も
っ
と
私
の
こ
と
見
て
よ

っ
！
図
々
し
い
よ
、
鬱
陶
し
い
よ
、
お
節
介
だ
よ
っ
！
で
も
、
し
ょ
う
が
な
い

で
し
ょ
！
好
き
な
ん
だ
か
ら
ぁ
っ
！
」

そ
れ
は
、
な
ん
と
悲
痛
な
叫
び
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

だ
が
、
そ
れ
も
所
詮
。
狂
っ
た
彼
女
の
狂
気
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

逸
脱
し
た
想
い
を
胸
に
秘
め
た
、
独
り
の
少
女
の
悲
し
い
言
葉
だ
っ
た
。

な
ん
て
、
胸
糞
悪
い
、
言
葉
の
羅
列
。

聞
い
て
い
る
だ
け
で
反
吐
が
出
そ
う
だ
。

自
分
だ
け
が
悲
愴
の
ヒ
ロ
イ
ン
だ
と
で
も
思
っ
て
い
る
の
か
？

く
ず
だ
。
下
種
だ
。
低
俗
だ
。
く
だ
ら
な
い
。

好
き
だ
な
ん
て
。
そ
れ
は
一
体
ど
う
い
っ
た
感
情
だ
？

恋
し
て
い
る
。
も
と
い
恋
愛
し
て
い
る
。

そ
こ
に
恋
愛
感
情
は
成
り
立
つ
。

な
ら
ば
問
お
う
。
そ
の
感
情
に
確
証
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？

ど
こ
ま
で
も
歪
な
一
方
通
行
。

錯
覚
。
そ
う
、
錯
覚
に
過
ぎ
な
い
。

そ
れ
を
定
義
す
る
も
の
自
体
、
こ
の
世
に
は
物
質
的
に
は
存
在
し
な
い
だ
ろ
う
。

で
は
、
そ
れ
を
ど
う
露
見
さ
せ
る
の
か
？

こ
れ
は
簡
単
だ
。
感
情
を
抱
い
て
い
る
側
の
勘
違
い
だ
。

こ
れ
、
す
な
わ
ち
、
錯
覚
。

自
分
は
相
手
を
想
っ
て
い
る
と
脳
内
を
麻
痺
さ
せ
て
、
思
考
能
力
を
一
時
的
に

破
棄
し
た
上
で
、
相
手
の
こ
と
が
好
き
だ
と
自
分
に
『
思
い
込
ま
せ
る
』
。
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そ
う
す
れ
ば
、
自
分
は
相
手
の
こ
と
を
た
だ
な
ん
と
な
く
、
好
き
。
に
な
れ
る

の
だ
。

あ
と
は
自
分
を
ど
れ
だ
け
曲
げ
ず
に
相
手
を
想
う
か
だ
け
だ
ろ
う
。

世
の
中
の
恋
愛
な
ん
て
、
大
抵
が
こ
ん
な
不
条
理
な
も
の
だ
。

く
だ
ら
な
い
。

自
己
を
偽
り
、
心
象
を
偽
り
、
相
手
を
偽
り
、
手
に
い
れ
た
も
の
な
ど
。

く
だ
ら
な
い
。
く
だ
ら
な
い
。
く
だ
ら
な
い
。

だ
っ
た
ら
、
こ
ん
な
く
だ
ら
な
い
こ
と
を
言
っ
て
い
る
相
手
を
。

滅
茶
苦
茶
に
壊
し
て
し
ま
え
ば
い
い
。

僕
は
彼
女
を
抱
き
締
め
る
。

そ
し
て
、
長
い
無
言
の
後
、
一
言
。

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

彼
女
が
眼
を
見
開
い
て
、
震
え
る
。

脆
い
。
こ
ん
な
に
も
脆
い
の
だ
。
人
間
は
。

た
っ
た
一
言
。
相
手
を
否
定
す
れ
ば
、
事
は
足
り
る
。

こ
こ
で
、
止
め
を
さ
せ
ば
い
い
。

も
う
一
言
は
、
も
っ
と
辛
く
。
も
っ
と
残
忍
で
残
酷
に
。

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

「
あ
…
…
…
…
あ
ぁ
…
…
…
…
い
や
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
っ
…
…
…
…
あ
っ
…
…
あ
あ
っ

…
…
」

も
う
。
さ
よ
な
ら
だ
。

抱
き
締
め
る
腕
を
解
く
と
、
彼
女
の
身
体
は
床
に
崩
れ
、
痙
攣
を
始
め
た
。

あ
ー
あ
、
も
う
使
い
物
に
も
な
ら
な
い
な
。

僕
は
彼
女
を
見
捨
て
て
部
屋
を
去
っ
た
。

部
屋
に
は
陰
鬱
な
雰
囲
気
と
、
少
女
の
喘
ぎ
声
だ
け
が
残
っ
た
。

◇ど
う
し
て
も
。
ど
う
し
て
も
。
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砕
け
た
。
壊
れ
た
。
灰
に
な
っ
た
。

痛
い
。
死
に
た
い
。
死
に
た
い
。
痛
い
。

こ
ん
な
の
。
嫌
だ
。

泣
い
た
日
も
あ
っ
た
。
笑
っ
た
日
も
あ
っ
た
。

な
に
も
か
も
が
、
た
だ
楽
し
く
て
、
辛
く
て
、
ど
う
で
も
い
い
も
の
に
な
っ
て

い
っ
た
。

灰
色
。
灰
色
。
私
に
は
灰
色
し
か
な
か
っ
た
。

見
る
景
色
は
グ
レ
ー
に
彩
ら
れ
、
私
の
視
覚
を
犯
し
て
い
っ
た
。

そ
の
時
、
人
形
の
彼
を
見
た
。

私
は
彼
に
近
づ
い
た
。

彼
は
ひ
き
こ
も
り
に
な
っ
た
。

彼
の
色
だ
け
が
、
私
に
は
は
っ
き
り
見
え
た
。

嬉
し
か
っ
た
。
灰
色
に
射
す
光
。
そ
れ
が
彼
だ
っ
た
。

―
―
―
―
―
色
は
怖
い
か
？

な
ん
で
知
っ
て
る
の
？

私
の
恐
怖
を
。
私
の
死
を
。
私
の
灰
色
を
。

な
ん
で
あ
な
た
が
知
っ
て
る
の
よ
？

誰
に
も
言
わ
な
か
っ
た
。
異
端
だ
か
ら
。

そ
れ
だ
け
で
異
常
だ
か
ら
。

な
の
に
。
な
の
に
ど
う
し
て
？

―
―
―
―
―
だ
っ
た
ら
。

や
め
て
。
そ
れ
以
上
言
わ
な
い
で
。

あ
な
た
だ
け
は
言
わ
な
い
で
。

私
を
助
け
て
。
救
っ
て
よ
。

突
き
放
さ
な
い
で
。
手
を
差
し
伸
べ
て
よ
。

生
き
て
い
き
た
い
。
あ
な
た
と
い
た
い
。

―
―
―
―
―
そ
の
眼
を
…
…
…
…

怖
い
。
怖
い
。
怖
い
。
怖
い
。
怖
い
。

で
も
、
彼
が
言
っ
た
ん
だ
。
そ
う
言
っ
た
ん
だ
。

私
は
…
…
私
は
…
…
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あ
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
。

あ
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
。

あ
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
。

染
ま
る
。
染
ま
る
。
染
ま
る
。

灰
色
じ
ゃ
な
い
。
灰
色
じ
ゃ
な
い
。
灰
色
じ
ゃ
な
い
。

嬉
し
い
。
や
っ
ぱ
り
彼
は
私
の
こ
と
を
救
っ
て
く
れ
た
。

ほ
ら
。
も
う
灰
色
な
ん
て
怖
く
な
い
よ
？

だ
か
ら
、
迎
え
に
来
て
よ
。
ね
ぇ
。

あ
れ
？
ど
こ
に
い
る
か
わ
か
ら
な
い
よ
？

ね
ぇ
？
前
が
見
え
な
い
よ
？

助
け
て
。
助
け
テ
。
助
ケ
テ
。
た
ス
ケ
テ
。
タ
ス
ケ
テ
。

視
界
は
赤
い
。
ど
こ
ま
で
も
真
っ
赤
だ
っ
た
。

◇一
体
何
が
狂
気
だ
っ
た
の
か
？

一
体
何
が
狂
っ
て
い
た
の
か
？

一
体
何
が
。
一
体
何
が
。

求
め
て
は
い
な
い
。
求
め
て
は
い
け
な
い
。

幸
せ
。
幸
せ
。
幸
せ
。

そ
ん
な
不
確
定
な
未
来
を
望
ん
で
は
い
け
な
い
。

き
っ
と
足
元
を
掬
わ
れ
る
。

き
っ
と
心
を
閉
ざ
し
て
し
ま
う
。

あ
り
え
な
い
こ
と
は
。
い
つ
ま
で
も
あ
り
え
な
い
ま
ま
。

そ
れ
は
哀
し
み
と
は
違
う
。

い
つ
ま
で
も
気
づ
か
な
い
後
悔
。
気
づ
け
な
い
想
い
。

夢
は
夢
の
ま
ま
で
。

愛
は
愛
の
ま
ま
で
。

灰
色
は
灰
色
の
ま
ま
で
。

永
遠
を
紡
ぐ
だ
け
な
の
だ
。
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何
が
現
実
で
、
何
が
空
想
な
の
か
？

ど
こ
か
ら
が
殺
人
で
、
ど
こ
か
ら
が
殺
戮
な
の
か
？

ど
こ
ま
で
が
許
さ
れ
て
、
ど
こ
ま
で
が
赦
さ
れ
な
い
の
か
？

す
べ
て
が
不
確
定
な
が
ら
に
。

す
べ
て
の
要
因
が
矛
盾
し
て
い
た
。

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

リ
ビ
ン
グ
で
吐
く
息
は
白
く
、
冷
た
い
。

も
う
、
生
き
て
い
る
心
地
も
し
な
か
っ
た
。

す
べ
て
は
欠
落
で
。
欠
陥
で
。

ど
う
し
よ
う
も
な
い
矛
盾
だ
ら
け
の
自
我
だ
け
が
。

無
駄
で
無
駄
で
。

も
う
死
ん
で
し
ま
い
た
い
と
か
。

心
を
犯
し
て
い
く
狂
気
の
恐
怖
で
押
し
潰
さ
れ
そ
う
で
。

さ
よ
な
ら
を
、
告
げ
る
し
か
な
か
っ
た
。

◇部
屋
に
戻
る
と
、
彼
女
は
僕
を
見
て
い
た
。

も
う
見
れ
る
は
ず
も
な
い
の
に
。

手
に
は
血
塗
ら
れ
た
ナ
イ
フ
を
持
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
両
眼
は
穿
た
れ
て
真
っ
赤
だ
っ
た
。

本
当
に
。
や
っ
た
の
か
。

彼
女
の
そ
ば
に
膝
を
つ
き
、
そ
の
髪
に
触
れ
る
。

ゆ
っ
く
り
と
降
ろ
し
て
い
き
、
そ
し
て
、
眼
に
触
れ
た
。

も
う
、
見
え
な
い
は
ず
だ
。
見
え
る
訳
が
な
い
。

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

問
い
か
け
る
と
、
彼
女
は
笑
っ
た
。

「
も
う
、
灰
色
じ
ゃ
な
い
よ
。
今
は
真
っ
赤
な
の
。
で
も
ね
、
す
ご
く
痛
い
の
。

ど
う
し
て
か
な
ぁ
？
両
方
な
ん
だ
よ
？
我
慢
で
き
な
い
よ
ぅ
」

彼
女
は
、
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
た
。
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莫
迦
だ
な
ぁ
。
た
と
え
灰
色
が
消
え
て
も
、
今
度
は
黒
に
悩
ま
さ
れ
る
ぞ
。

頬
を
撫
で
る
。

綺
麗
な
肌
を
し
て
い
た
。
だ
け
ど
、
眼
が
…
…
…
…

も
っ
た
い
な
い
。
仕
向
け
た
の
は
僕
だ
が
。

彼
女
は
頬
に
当
て
た
僕
の
手
に
触
れ
て
、
に
っ
こ
り
と
笑
っ
た
。

「
ね
ぇ
、
私
…
…
死
ぬ
の
か
な
？
」

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

「
そ
う
だ
よ
ね
。
わ
か
ら
な
い
よ
ね
、
そ
ん
な
こ
と
。
で
も
ね
…
…
」

そ
の
後
、
彼
女
は
、
一
言
を
、
言
う
。

「
本
当
に
、
好
き
だ
っ
た
ん
だ
よ
？
」

え
へ
へ
、
と
彼
女
は
笑
う
。

痛
い
は
ず
な
の
に
。
辛
い
は
ず
な
の
に
。

ど
う
し
て
。
ど
う
し
て
僕
に
笑
顔
を
見
せ
れ
る
ん
だ
？

壊
し
た
の
は
僕
な
の
に
。

そ
れ
で
も
。
彼
女
は
、
笑
い
続
け
る
。

僕
は
、
そ
ん
な
彼
女
に
、
一
言
言
わ
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
の
だ
。

難
し
い
な
。
実
に
難
し
い
。

だ
が
、
彼
女
は
こ
れ
だ
け
頑
張
っ
た
。
だ
っ
た
ら
。

答
え
て
や
る
の
が
礼
儀
だ
ろ
う
？

「
わ
か
っ
て
る
」

た
っ
た
一
言
だ
け
。
そ
う
答
え
た
の
だ
っ
た
。

◇
　
◇
　
◇
　
◇
　
◇

手
に
包
帯
を
巻
い
た
僕
は
、
並
木
道
を
歩
い
て
、
あ
る
場
所
に
向
か
っ
て
い
た
。

あ
る
場
所
と
は
、
白
い
建
造
物
で
、
病
院
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
。
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ゆ
っ
く
り
と
地
面
を
踏
み
締
め
て
、
歩
い
て
い
く
。

そ
し
て
、
庭
で
は
、
看
護
師
の
女
性
が
車
椅
子
を
押
し
て
い
た
。

車
椅
子
に
は
高
校
生
ぐ
ら
い
の
少
女
が
座
っ
て
お
り
、
穏
や
か
な
顔
で
笑
っ
て

い
た
。

お
か
し
な
点
は
、
足
を
負
傷
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
と
こ
ろ
。

眼
を
包
帯
で
隠
さ
れ
て
い
る
と
い
う
、
希
有
な
人
間
だ
。

看
護
師
の
女
性
が
、
僕
を
見
て
少
女
に
何
か
を
言
い
、
院
内
に
去
っ
て
い
く
。

僕
は
彼
女
の
目
の
前
で
立
ち
止
ま
っ
た
。

「
遅
い
よ
。
ど
れ
だ
け
待
っ
た
と
思
っ
て
ん
の
？
」

「
僕
が
ど
れ
だ
け
の
距
離
を
歩
い
て
き
た
と
思
っ
て
る
ん
だ
？
」

「
ど
っ
ち
が
不
自
由
っ
て
、
そ
り
ゃ
あ
私
で
し
ょ
？
」

「
僕
だ
っ
て
自
分
を
傷
つ
け
た
ん
だ
。
お
あ
い
こ
だ
ろ
？
」

僕
は
あ
の
後
、
彼
女
の
手
か
ら
ナ
イ
フ
を
取
り
上
げ
て
、
左
手
の
甲
を
ク
ロ
ス

に
切
っ
た
。

血
が
吹
き
出
し
て
、
無
茶
苦
茶
だ
っ
た
。

今
で
も
、
ま
だ
時
折
痛
む
の
だ
。

「
片
方
の
手
だ
け
じ
ゃ
ん
か
。
私
な
ん
て
両
眼
な
ん
だ
か
ら
」

「
自
分
で
や
っ
た
く
せ
に
、
後
か
ら
棚
に
上
げ
る
な
よ
」

「
ま
ぁ
、
い
い
わ
。
こ
れ
か
ら
責
任
と
っ
て
も
ら
う
ん
だ
し
」

嬉
し
そ
う
に
彼
女
が
言
う
。

彼
女
の
眼
は
、
完
全
に
見
え
な
く
な
っ
て
い
た
。
当
然
と
言
え
ば
当
然
だ
が
。

そ
し
て
、
そ
う
な
っ
た
原
因
で
あ
る
僕
に
、
責
任
を
追
求
し
て
き
た
と
い
う
訳

だ
。

ど
う
考
え
て
も
勝
手
に
や
っ
た
彼
女
が
悪
い
の
で
あ
っ
て
、
僕
は
少
し
囁
い
て

み
た
だ
け
な
の
だ
か
ら
、
罪
は
軽
い
と
思
う
の
だ
。

「
何
を
僕
は
悪
く
な
い
、
み
た
い
な
顔
し
て
る
の
よ
」

「
見
え
な
い
く
せ
に
、
勝
手
な
こ
と
言
う
な
」

「
な
ん
と
な
く
解
る
の
よ
。
だ
っ
て
…
…
」

「
そ
の
先
は
、
言
わ
な
く
て
い
い
」

き
っ
と
壊
れ
て
る
ん
だ
ろ
う
。
僕
は
。
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人
に
愛
さ
れ
る
価
値
も
な
い
く
ら
い
、
愚
か
で
、
く
だ
ら
な
い
人
形
な
の
だ
ろ

う
。

だ
が
最
近
は
、
生
き
て
も
い
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

責
任
も
と
ら
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
み
た
い
だ
し
。

そ
れ
に
、
僕
は
こ
ん
な
に
も
、
弱
い
か
ら
。

人
に
依
存
し
て
な
い
と
生
き
て
い
け
な
い
だ
ろ
う
か
ら
。

彼
女
は
最
適
だ
っ
た
。

「
…
…
や
っ
ぱ
り
来
る
の
が
遅
い
と
思
う
。
普
通
は
１
時
間
く
ら
い
前
に
来
て

く
れ
る
も
の
じ
ゃ
な
い
の
？
」

「
あ
の
な
…
…
ひ
き
こ
も
り
の
僕
が
、
こ
こ
ま
で
来
た
だ
け
で
も
感
謝
し
ろ
よ
」

「
ひ
き
こ
も
り
は
私
の
せ
い
じ
ゃ
な
い
も
の
。
い
じ
め
ら
れ
て
る
と
か
、
虚
言

吐
き
ま
く
っ
て
た
ア
ン
タ
が
悪
い
の
よ
」

「
…
…
も
う
い
い
。
帰
る
」

「
え
っ
、
ち
ょ
…
…
待
っ
て
よ
っ
！
も
う
す
ぐ
退
院
な
ん
だ
か
ら
、
話
と
こ
う

よ
っ
！
」

帰
ろ
う
と
背
を
向
け
て
い
た
の
だ
が
、
ま
た
振
り
返
る
。

「
何
を
話
す
ん
だ
？
」

「
え
っ
と
…
…
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
？
」

「
断
る
。
人
の
こ
と
を
ひ
き
こ
も
り
な
ん
て
言
う
奴
と
、
こ
れ
か
ら
の
こ
と
に

つ
い
て
話
す
こ
と
な
ん
て
何
も
な
い
」

「
そ
ん
な
ひ
ど
い
こ
と
言
わ
な
い
で
よ
ぉ
っ
！
」

車
椅
子
で
必
死
に
追
っ
て
く
る
彼
女
。

そ
の
姿
が
、
い
た
い
け
で
。
可
哀
想
で
。
安
心
す
る
。

ゆ
っ
く
り
と
近
づ
い
て
く
る
彼
女
に
歩
み
寄
り
、
頭
を
撫
で
る
。

「
冗
談
だ
よ
。
さ
て
、
何
を
話
し
て
み
る
か
？
卒
業
し
た
ら
、
結
婚
と
か
？
」

「
ば
ぁ
か
」

彼
女
は
笑
う
。

僕
は
彼
女
の
車
椅
子
を
押
し
て
、
庭
を
歩
き
始
め
た
。
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「
何
で
莫
迦
な
ん
だ
よ
？
」

彼
女
は
ま
た
笑
っ
て
い
る
。

何
が
そ
ん
な
に
お
か
し
い
の
だ
ろ
う
。

で
も
、
僕
は
そ
れ
に
救
わ
れ
て
い
る
。

あ
の
時
、
彼
女
が
両
眼
を
壊
し
た
時
。
僕
は
死
の
う
と
し
た
。

で
も
、
生
き
て
い
る
。
そ
れ
は
。

き
っ
と
、
彼
女
の
笑
顔
が
見
た
か
っ
た
か
ら
で
。

彼
女
は
先
生
の
よ
う
に
教
え
て
く
れ
る
。

「
そ
ん
な
当
た
り
前
の
結
果
は
い
ら
な
い
の
。
も
っ
と
別
の
こ
と
」

そ
れ
は
。
何
だ
？

「
ち
ゃ
ん
と
。
私
の
眼
に
な
っ
て
よ
ね
。
人
形
さ
ん
」

「
…
…
え
え
。
喜
ん
で
。
失
眼
の
姫
君
」

き
っ
と
、
不
思
議
な
関
係
な
の
だ
ろ
う
。
僕
ら
は
。

傍
か
ら
見
れ
ば
、
く
だ
ら
な
い
束
縛
を
受
け
た
、
矛
盾
だ
ら
け
の
存
在
な
の
だ

ろ
う
。

だ
が
、
そ
の
関
係
を
気
に
入
っ
て
い
る
僕
が
い
る
。

人
間
と
し
て
欠
落
し
て
い
る
僕
。

人
間
と
し
て
の
視
覚
を
失
っ
た
彼
女
。

す
べ
て
は
欠
陥
矛
盾
の
塊
で
あ
り
。

痛
々
し
い
組
み
合
わ
せ
な
の
だ
ろ
う
。

そ
れ
を
幸
せ
だ
と
思
お
う
。
苦
し
紛
れ
で
も
い
い
。

死
に
物
狂
い
で
生
き
る
こ
と
が
、
こ
れ
以
上
の
欠
落
を
防
ぐ
こ
と
に
繋
が
る
の

だ
と
思
う
。

死
こ
そ
が
、
欠
落
な
の
だ
か
ら
。

二
人
で
笑
う
。

こ
う
い
う
幸
せ
も
悪
く
な
い
。
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自
分
に
、
さ
よ
な
ら
を
。

世
界
に
、
さ
よ
な
ら
を
。

欠
落
に
、
さ
よ
な
ら
を
。

欠
陥
に
、
さ
よ
な
ら
を
。

狂
気
に
、
さ
よ
な
ら
を
。

狂
え
。
狂
え
。
狂
え
。
狂
え
。
狂
え
。

狂
い
続
け
ろ
。

そ
れ
が
、
生
き
る
と
い
う
こ
と
だ
―
―
―
―
―
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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